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小
県
郡
真
田
町
陣
の
岩
岩
陰
遺
跡
の
出
土
遺
物

一
　

は
し
が
き

陣
の
岩
岩
陰
遺
跡
は
小
県
郡
真
田
町
十
ノ
原
、
菅
平
高
原
に
所
在
す
る
。
四
阿
山
か
ら
噴
出

し
た
塊
状
溶
岩
流
末
端
が
剥
離
し
て
形
成
さ
れ
た
岸
壁
群
の
う
ち
、
中
之
沢
左
岸
の
急
峻
な
斜

面
の
岸
壁
に
あ
る
。
標
高
は
約

一
四
〇
〇
月
、
南
西
に
面
し
神
川
の
渓
谷
を
隔
て
て
上
田
市
街

地
を
遠
望
で
き
る
場
所
で
あ
る

（図
１
）。
本
遺
跡
は
菅
平
洞
窟
遺
跡
群
の
分
布
調
査
に
よ
り

一
九
六
四
年

（昭
和
一一一九
）
に
発
見
さ
れ
、
予
備
調
査
を
経
て
翌
翌
年
に
学
術
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
は
当
時
坂
城
高
校
教
諭
で
あ

っ
た
丸
山
敵

一
郎
が
地
歴
部
の
生
徒
を
指

導
し
な
が
ら
整
理
し
、　
一
九
六
八
年
に
調
査
概
要
を
報
告
し
た
。
そ
の
後
遺
物
の
散
逸
防
止
と

展
示
に
活
用
す
る
た
め
、
須
坂
市
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
度
、
よ
り

一
層
の
活
用
を
図
る
た
め
、
資
料
の
保
管
責
任
者
で
あ

っ
た
樋
口
昇

一
の
名

前
で
、
真
田
町
唐
沢
岩
陰
遺
跡
の
出
土
遺
物
と
と
も
に

一
括
し
て
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
本
稿

で
は
、
発
掘
か
ら
二
五
年
を
経
て
い
る
た
め
、
概
要
報
告
に
基
づ
い
て
発
掘
調
査
所
見
の
概
略

を
記
し
、
寄
贈
後
に
接
合
が
進
ん
だ
土
器
を
中
心
に
資
料
提
示
す
る
。

一
一　
発
掘
調
査
の
概
要

本
遺
跡
は

一
九
六
四
年

一
一
月
、
高
橋
桂

ｏ
藤
沢
平
治
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
翌
年

一
一
月

と
翌
翌
年
五
月
に
予
備
調
査
を
お
こ
な
い
、
同
年
の
夏
期
休
暇
中
八
月
二
日
か
ら
七
日
の
五
日

間
、
永
峯
光

一
を
調
査
責
任
者
と
し
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
に
は
樋
口

Ｐ
岩
野
見

田

弘

司

・
磯
崎
正
彦

・
高
橋

・
藤
沢

・
丸
山

・
関
孝

一
。
松
沢
芳
宏
ら
が
参
加
し
た
。

岩
陰
は
開
口
部
の
幅
約

一
四
月
、
奥
行
五
屑
、
庇
線
の
高
さ
約
八
屑
を
測
る
。
テ
ラ
ス
に
は

庇
か
ら
落
下
し
た
大
小
多
数
の
岩
塊
の
間
に
土
砂
が
落
ち
込
み
、
岩
陰
東
側
に
も
岩
塊

・
土
砂

の
堆
積
が
あ
る

（図
２
）。
発
掘
は
岩
陰
内
部
の
奥
壁
か
ら
テ
ラ
ス
ま
で

一
０
五
屑
幅
の
ト
レ

ン
チ

（第
１
～
第
５
）
を
設
定
し
、
各
ト
レ
ン
チ
は
図
２
の
Ａ
Ｉ
Ｃ
ラ
イ
ン
の
外
側
を
二
屑
毎

に
区
切

っ
て

一
区

。
二
区
と
し
、
残
り
の
部
分
を
三
区
、
奥
壁
側
を
内
区
と
し
た
。
第
五
ト
レ

ン
チ
と
内
区
奥
壁
寄
り
の
半
分
は
排
水
路
と
し
て
発
掘
し
て
い
な
い
。
遺
物
の
注
記
は
、
例
え

ば
第
ニ
ト
レ
ン
チ

一
区
二
層
の
場
合

「
３
１
１
１
２
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

岩
陰
内
に
は
奥
壁
の
亀
裂
か
ら
湧
き
出
し
た
水
た
ま
り
が
あ

っ
た
が
、
大
き
な
落
盤
も
な
く

土
層
の
堆
積
状
況
は
明
確
に
観
察
で
き
た
。
表
土
の

一
層
か
ら
は
寛
永
通
宝
な
ど
が
出
土
し
、

一
〇
層
は
岩
盤
で
あ
る
。
二
層
の
黒
色
土
は
堆
積
が
厚
く
、
多
量
の
弥
生
中

・
後
期
土
器
と
獣

骨
な
ど
を
出
土
し
た
。
三

・
四
層
は
堆
積
が
薄
く
少
量
の
縄
文
土
器
と
石
器
を
出
土
、
四
層
と

同
レ
ベ
ル
で
テ
ラ
ス
に
分
布
す
る
五
層
か
ら
は
、
や
や
多
量
の
縄
文
前

。
中

ｏ
後
期
の
遺
物
が

出
土
し
た
。
六

・
七
層
は
層
厚
が
薄
く
縄
文
前

・
中
期
土
器
少
量
、
八
層
は
ブ

ロ
ッ
ク
を
な
す

灰
層
で
縄
文
早

・
前
期
土
器
片
と
多
量
の
焼
獣
骨
片
、
骨
角
器
な
ど
を
含
ん
で
い
た
。
九
層
は

岩
盤
が
剥
離
し
た
板
状
礫
が
主
体
で
、
縄
文
早

・
前
期
の
土
器
数
片
を
出
土
し
た
。

遺
跡
の
現
状
は
、
岩
陰
前
面
に
繁
茂
し
た
植
物
が
視
界
を
遮
り
、
テ
ラ
ス
の
前
方
に
は
発
掘

時
の
廃
土
と
思
わ
れ
る
黒
色
土
が
積
も

っ
て
い
る
。
調
査
部
分
は
窪
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
板

状
礫
が
積
み
重
な

っ
て
さ
ほ
ど
草
も
生
え
て
い
な
い
。
平
面
図
に
記
録
さ
れ
た
四
個
の
石
も
確

認
で
き
、
奥
壁
か
ら
は
湧
水
が
流
出
し
て
い
る

（写
真
）。
周
辺
は
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
で
あ

る
が
、
落
盤
が
折
り
重
な
っ
て
土
壌
の
乏
し
い
岩
陰
前
方
は
植
林
さ
れ
ず
、
岩
壁
上
部
に
は
ア

糸吊



カ

マ
ツ
や
シ
ラ
カ
バ
が
成
育
し
て
い
る
。

寄
贈
さ
れ
た
遺
物
量
は
整
理
用
平
箱
に
破
片
を
重
ね
ず
に
収
納
し
て
二
五
箱
前
後
あ
る
。
内

訳
は
縄
文
土
器

（早
～
晩
期
）、
弥
生
土
器

（中
。
後
期
）、
古
墳

。
平
安
時
代
土
器
、
石
器

（石

皿
・
磨
石

・
磨
製
石
斧
）、

銅
釧
、　
獣
骨

ｏ
人
骨
で
あ
る
。　
こ
の
う
ち
銅
釧
は
國
學
院
大
学
考
古

学
資
料
館
所
蔵
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
レ
プ
リ
カ
が
寄
贈
さ
れ
た
。
概
報
に
図
示
さ
れ
た
石
器

や
銅
釧
は
重
複
を
避
け
、
縄
文

。
弥
生
土
器
を
中
心
に
紹
介
す
る
。
少
数
の
種
に
つ
い
て
は
点

数
あ
る
い
は
個
体
数
を
記
し
た
。
紙
数
の
都
合
か
ら
、
今
回
図
示
し
た
資
料
は
縄
文

。
弥
生
土

器
の
二
〇
ヂ
ロ程
度
で
あ
る
。

園
田
閣
Ⅲ
閣日Ｔ
図
３
・４
・６）

第

一
群
　
縄
文
早
期
土
器
群

（１
～
１２
）

第

一
種
　
押
型
文
土
器

（１
～
５
）

５
点
。
三
個
体
程
度
。
横
位
施
文
の
山
形
文

（１
）
と

楕
円
文

（２
）
が
あ
り
、
細
久
保
式
で
あ
る
。

２
は
楕
円
文
が
斜
位
に
施
文
さ
れ
る
部
分
が
あ

る
。
３

ｏ
４
は
楕
円
文
に
複
合
鋸
歯
文
が
併
用
さ
れ
、
塞
ノ
神
式
で
あ
る
。
５
は
撚
糸
文
と
縄

文
を
併
施
文
す
る
が
、
こ
の
種
に
伴
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

第
二
種
　
条
痕
文
土
器

（６
～
‐２
）

６
は
黒
褐
色
の
粗
粒
砂
の
多
い
胎
土
で
、
横
位
区
画
内

に
斜
位
沈
線
文
を
充
填
し
て
い
る
。
湯
倉
洞
窟
第
九
群
第
七
類
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

７
～
１０
は
繊
維
を
少
量
含
む
薄
手
の
土
器
で
あ
る
。
内
外
面
に
細
か
い
条
痕
を
施
し
、
日
縁

部
か
ら
胴
上
半
部
に
細
隆
起
線
で
梯
子
状
な
ど
の
意
匠
を
描
く
。
槻
木
１
式
に
類
似
す
る
。

Ｈ

。
‐２
は
器
壁
が
厚
く
、
１２
は
斜
位
に
浅
い
結
節
沈
線
文
を
施
す
。

第
二
群
　
縄
文
前
期
土
器
群

（１３
～
２３
）

第

一
種
　
一削
期
初
頭

（１３
～
‐６
）

一
一個
体
程
度
。
矢
羽
根
状
の
撚
糸
文
１３
は
塚
田

ｏ
中
道
式
、

側
面
圧
痕
１４
は
花
積
下
層
式
で
あ
る
。
縄
文
施
文
土
器
の
う
ち
、
厚
手
で
繊
維
を
多
く
含
む
横

位
羽
状
縄
文
１５

ｏ
・６
は
本
種
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
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第
二
種
　
一則
期
中
葉

（１７
～
２３
・
２５
）

末
端
の
ル
ー
プ
文
１８
、　
コ
ン
パ
ス
文
１７
は
関
山
式
で
、

二
個
体
程
度
。
２．
は
外
反
す
る
四
山
波
状
口
縁
の
小
形
土
器
で
、
丈
の
低
い
器
形
と
推
定
さ
れ

る
。
口
縁
部
と
頸
部
に
は
半
載
竹
管
に
よ
る
刺
突
列
が
め
ぐ
り
、
以
下
は
ｏ
段
多
条

ｒ
”
に
よ

る
羽
状
縄
文
を
施
す
。
少
量
の
繊
維
を
含
む
縄
文
施
文
土
器
は
多
数
認
め
ら
れ
る
。
単
節

ｒ
刀
。
刀
ｒ
に
よ
る
横
位
羽
状

（１９
。
２０
）、
附
加
条

（２３
・
２５
）
等
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
黒
浜
式
並
行
期
に
属
す
。

第
二
種
　
一剛
期
後
葉

（２４
・
２６
～
３４
）

２４
は
浮
線
文
を
施
す
土
器
、　
２６
～
２８
は
多
条
の
平
行

沈
線
を
施
す
土
器
で
、
諸
磯
ｂ
式
の
中
頃
か
ら
新
し
い
段
階
で
あ
る
。
２９
は
波
状
口
縁
、
３０
は

同

一
個
体
の
胴
部
で
あ
る
。
諸
磯
ｂ
式
と
共
通
の
浮
線
文
に
よ
リ
レ
ン
ズ
状
の
意
匠
を
描
き
、

円
形
竹
管
文
を
施
す
。
同
式
に
は
こ
の
よ
う
な
口
縁
部
形
態
は
見
ら
れ
な
い
。
結
節
浮
線
文
３２

は
下
島
式
で
あ
る
。

繊
維
を
含
ま
な
い
縄
文
施
文
土
器
は
比
較
的
多
く
、

斜
縄
文

（３‐
．
３３
・

３４
）
が
み
ら
れ
る
。
大
部
分
は
諸
磯
ｂ
式
に
属
す
。

第
四
種
　
一削
期
末
葉

（３５
～
３８
）

３５
は
波
状
口
縁
下
に
集
合
沈
線
で
渦
巻
や
紡
錘
形
を
描
く
。

３６

・
３７
は
結
節
浮
線

。
半
隆
起
線
に
よ
る
意
匠
の
隙
間
を
レ
ン
ズ
状
や
三
角
状
に
陰
刻
す
る
。

３８
は
縄
文
地
に
幅
広
の
結
節
浮
線
を
伴
う
。
晴
ケ
峯
式
期
の
土
器
で
あ
る
。

第
二
群
　
縄
文
中
期
土
器
群

（３９
～
４６
・
‐３‐
～
‐３３
）

第

一
種
　
中
期
初
頭

（３９
ｏ
４０
）

〓
一個
体
程
度
。
雲
母
が
目
立

つ
胎
土
で
、
半
裁
竹
管
に
よ

る
沈
線
で
縦
位
構
成
の
文
様
を
描
く
。
五
領
ケ
台
式
で
あ
る
。

第
二
種
　
中
期
中
葉

（４．
）

一
個
体
の
み
。
日
縁
部
の
Ｕ
字
状
隆
帯
区
画
内
に
三
叉
文
を

配
す
る
。
勝
坂
式
で
も
井
戸
尻
式
の
段
階
で
あ
ろ
う
。

第
二
種
　
中
期
後
葉

（４２
～
４６
・
‐３‐
●
‐３２
）

八
個
体
以
上
。
す
べ
て
唐
草
文
系
土
器
Ⅱ

ｏ
Ⅲ

段
階
に
属
す
。
４２

・
‐３‐
は
樽
形
深
鉢
で
あ
る
。
‐３‐
は
厚
手
の
つ
く
り
で
、
全
体
の
三
分
の

一
程

度
が
遺
存
し
、
高
さ
二
五
減―ン
″
以
上
、
推
定
胴
部
径
約
二
〇
減
―ン
”を
測
る
。
日
縁
部
に

一
対
の

把
手
が
立
ち
、
こ
の
間
に
渦
巻
文
を
も

つ
突
起
が
あ
る
。
横
走
隆
帯
が
無
文
部
を
画
し
、
中
間

位
置
に
は
突
出
し
た
小
渦
巻
文
を
配
す
。
把
手
及
び
突
起
下
で
垂
下
隆
帯
が
器
面
を
四
区
分
し
、

こ
の
区
画
に
圧
痕
隆
帯
を
伴
う
大
柄
の
唐
草
意
匠
が
展
開
す
る
。
４２
は
口
縁
部
に
渦
巻
文
を
配

し
て
楕
円
区
画
が
巡
る
ら
し
い
。
‐３２
は
頸
部
が
く
び
れ
る
深
鉢
で
、
把
手
下
か
ら
渦
巻
文
が
垂
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下
し
て
胴
部
文
様
に
連
な
り
、
頚
部
の
横
位
区
画
に
は
連
続
刺
突
列
と
交
互
刺
突
文
が
沿

っ
て

い
る
。
４４
は
隆
帯
区
画
内
に
沈
線
文
が
描
か
れ
る
。
４３
は
小
形
の
鉢
形
土
器
の
よ
う
で
、
剣
先

文
と
繊
細
な
沈
線
地
文
を
描
く
。
４５

ｏ
４６
は
佐
久
地
方
に
多
い
土
器
で
あ
る
。

第
四
種
　
中
期
末
葉

（１３３
）

加
曽
利
Ｅ
Ⅲ
式
の
両
耳
壺
で
、　
一
個
体
が
三
分
の

一
程
度
遺

存
し
た
。
胴
下
半
部
に
蛇
行
沈
線
や
逆
Ｕ
字
文
を
描
き
、
無
節
縄
文

ｒ
を
条
が
縦
走
す
る
よ
う

に
施
文
す
る
。
推
定
口
径
二
六
減
―ン
”を
測
り
、
こ
の
種
で
は
中
形
で
あ
る
。

第
四
群
　
縄
文
後
期
土
器
群

（４７
～
６０
）

第

一
種
　
後
期
前
葉

（４７
～
５４
）

堀
之
内
２
式
の
有
文
土
器
で
あ
る
。
４７

ｏ
５２
は
朝
顔
形
深

鉢
、
５．
は
鉢
の
胴
下
部
と
思
わ
れ
る
。
４８
～
５０

。
５３

ｏ
５４
は
注
口
土
器
で
あ
る
。
胴
部
４８
～

５０

。
５３
に
は
渦
巻
文
、
楕
円
文
、
帯
縄
文
、
沈
線
斜
行
文
な
ど
の
意
匠
を
描
く
。
５４
は
靴
箆
状

把
手
で
、
５０
と
同

一
個
体
と
思
わ
れ
る
。
推
定
個
体
数
は
深
鉢
六

・
鉢

一
・
注
口
土
器
五
個
体

以
上
を
数
え
る
。

第
二
種
　
後
期
中
葉

（５５
～
５７
・
‐３４
）

四
個
体
程
度
。
加
曽
利
Ｂ
ｌ
式
の
精
製
深
鉢
で
あ
る
。

５５
は
沈
線
帯
を
段
落
と
し
し
、
５６
は
縄
文
帯
が
巡
り
内
面
文
を
も

つ
。
５７
は
波
状
口
縁
を
呈
す

る
外
面
無
文
の
鉢
。
い
ず
れ
も
口
唇
部
に
刻
み
を
施
す
。
１３４
は
三
単
位
把
手
の
深
鉢
で
あ
る
。

胴
上
半
に
幅
狭
の
平
行
線
化
し
た
磨
消
縄
文
帯
を
描
き
、
把
手
下
に
は

「
の
」
字
の
単
位
文
を

配
す
。
日
縁
部
内
面
に
段
を
有
し
、
太
い
沈
線
帯
が
巡
る
。

第
二
種
　
無
文
土
器
及
び
底
部

（５８
～
６０
）

粗
製
土
器
で
あ
り
時
期
は
確
実
で
は
な
い
が
、

第

一
・
二
種
に
伴
う
可
能
性
が
高
い
。
６０
は
唯

一
の
深
鉢
で
、
器
厚
五
ゲ
為
前
後
、
外
面
に
ナ

デ
調
整
を
施
す
。
底
部
に
は
注
口
土
器
も
あ
り
、
細
か
な
網
代
痕
が
見
ら
れ
る
。

第
五
群
　
縄
文
晩
期

（６‐
～
６３
）

６‐
は
細
密
条
痕
を
施
す
。
６３
は
横
位
条
痕
を
施
し
、
日
唇

部
を
連
続
的
に
押
圧
し
て
い
る
。
氷
Ｉ

・
Ⅱ
式
で
あ
る
。

口
四
田
田
回
田

（図
４
～
６
）

第

一
群
　
弥
生
中
期
中
葉

（６４
～
７４
ｏ
‐３５
・
Ｕ

　
栗
林
式
以
前
の
土
器
。
１３５
は
口
径
二

一

臓
‐ン
膀
・
推
定
高
二
五
臓―ン
房程
度
の
甕
で
あ
る
。
外
反
す
る
口
縁
部
は
端
部
を
面
取
り
し
て
縄
文

を
施
し
、
調
整
を
加
え
て
い
な
い
。
櫛
歯
状
工
具
に
よ
り
向
か

っ
て
左
か
ら
右

へ
最
大
七
本
の

縦
位
羽
状
条
痕
を
施
す
。
胴
部
に
は
同
じ
条
痕
で
横
線
文
を
施
し
、
施
文
の
断
絶
点
が
見
ら
れ

な
い
。
そ
れ
以
下
は
細
か
な

ハ
ケ
メ
調
整
で
あ
る
。
内
面
に
炭
化
物
の
付
着
が
著
し
い
。
６８
は

同
種
の
口
縁
部
で
あ
る
。
‐３６
は
推
定
回
径

一
四
減
―ン
”
の
小
形
の
甕
で
あ
る
。
日
唇
を
刻
み
、
胴

部
中
位
ま
で
縦
位
の
条
痕
文
を
施
し
、
三
条
単
位
の
条
痕
で
山
形
文

・
波
状
文
を
巡
ら
せ
る
。

６４
～
６６
は
縦
線
文
、
６９
は
胴
下
部
に
半
円
文
を
描
く
甕
、
７０
～
７４
は
壺
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
伊

勢
宮
式
に
比
定
さ
れ
る
。

第
二
群
　
弥
生
中
期
後
半

（７５
～
８８
）

栗
林
式
土
器
。
７５
～
８４
は
櫛
描
文
を
施
す
甕
で
、
日

縁
部
形
態
は
す
べ
て
外
反
す
る
単
純
口
縁
で
あ
る
。
日
唇
端
部
に
縄
文

（７５
。
７６
・
８４
）
や
刻

み

（８３
）
を
加
え
る
。
櫛
描
文
は
頚
部
は
横
位

（８２
・
８３
）、
横
位
波
状

（８４
）
な
ど
、
胴
部
は

縦

（７７
・
７９
・
８‐
．
８２
）
ま
た
は
横
方
向

（７５
。
７６
・
７８
ｏ
８０
）
の
羽
状
に
施
さ
れ
、
列
点
が
め
ぐ

る
も
の

（７８
・
７９
）
も
あ
る
。
壺
は
少
数
認
め
ら
れ
、

８５
は
列
点
が
め
ぐ
る
頚
部
、
８６
は
櫛
描

文
、
８７

ｏ
８８
は
沈
線
文
を
施
す
胴
部
で
あ
る
。
甕
８２
～
８４

ｏ
壺
８８
は
栗
林
式
中
段
階
新
相
に
属

す
が
、
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
古
段
階
か
ら
中
段
階
古
相
ま
で
の
古
い
時
期
に
ま
と
ま
る
も
の
で

あ
る
。

第
二
群
　
弥
生
後
期

（８９
～
‐２８
・
‐３７
～
‐４‐
）

す
べ
て
の
出
土
土
器
中
で
最
多
量
を
占
め
る
。

８９
は
吉
田
式
の
甕
、
９０
は
壺
で
、
出
土
量
は
少
い
。
９‐
～
１２６
は
櫛
描
文
を
施
す
甕
で
あ
る
。
口

縁
部
は
通
常
の
箱
清
水
式
よ
り
長
め
の
１０２

ｏ
‐０４

ｏ
‐０５

・
‐３７
が
見
ら
れ
る
。
日
縁
端
部
は
箱
清
水

式
に
通
有
の
棒
状
を
呈
す
る
９‐
～
９５
の
ほ
か
、
わ
ず
か
に
内
湾
す
る
９８
～
‐０１
、
折
返
し
回
縁

‐０２

・
‐０３
ヽ
端
部
が
尖
る
も
の
９６

ｏ
‐０４
ｏ
Ⅲ
ヽ
面
取
り
し
た
部
分
に
ナ
デ
を
施
し
た
後
櫛
描
文
を

施
す
ｌｏ８
～
‐‐０
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
口
縁
部
形
態
は
樽
式
土
器
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
頸
部
の
簾
状
文
を
挟
ん
で
波
状
文
を
施
す
が
、
胴
部
中
位
に
及
ば
な
い
１１４
な
ど

が
主
体
で
あ
る
。
簾
状
文
に
は
三
連
止
め

（
１１８

ｏ
‐‐９
）
二
連
止
め

（１０５
ｏ
‐‐５
ｏ
‐‐７
）ヽ

等
連
止
め

（‐２‐
）
が
あ
る
が
、
多
単
位
施
文
す
る
‐１３
も
見
ら
れ
る
。
‐２２
～
‐２４

ｏ
‐３９
は
無
文
部
に
ハ
ケ
メ
を

残
し
て
お
り
、
佐
久
地
方
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
‐２６
は
台
付
甕
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
赤
彩

の
壺
と
鉢

（１４‐
）、
赤
彩
の
な
い
鉢

（１４０
）
各

一
個
体
ほ
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
部
分
は
弥
生

後
期
を
六
期
区
分
し
た
場
合
の
第
二
期
、
箱
清
水
式
土
器
が
成
立
し
た
時
期
に
属
す
も
の
で
あ

る
。
赤
彩
壺

（１２７
）
と
法
仏
系
有
段
口
縁
壺

（１２８
）
は
終
末
期
に
属
す
。

"
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□日間Ⅲ胴Ⅲ円関幽
（図
５）

‐２９
は
甕
の
単
純
口
縁
で
あ
る
。
図
化
で
き
る
資
料
は
少
な
い
が
、
入
念
な

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
や
細

か
い
ハ
ヶ
メ
調
整
を
施
す
甕
の
破
片
は

一
箱
弱
程
度
出
土
し
て
い
る
。
弥
生
後
期
土
器
の
底
部

破
片
と
明
確
に
は
識
別
で
き
な
い
が
、
大
部
分
は
古
墳
時
代
前
期

。
中
期
の
土
師
器
と
推
定
さ

れ
る
。□Ⅲ

困
Ⅲ回
Ш
（図
５
●６）

平
安
時
代
の
土
器
で
あ
る
。
甕
は

一
個
体
あ
り
、
１４２
二
肩
部
か
ら
上
を

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
下
を

タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
し
、
内
面
に
ハ
ケ
メ
を
施
し
た
北
信
に
多
い
甕
で
あ
る
。
‐３０
は
灰
釉
陶
器
椀

で
、
大
原
２
号
窯
式
に
比
定
さ
れ
る
。
‐４３
は
素
焼
の
小
形
杯
で
、
底
部
は
厚
い
。
日
縁
内
面
に

煤
が
付
着
し
、
灯
明
皿
と
推
定
さ
れ
る
。
時
期
は
不
明
確
で
あ
る
。

整
理
箱
に
二
箱
分
ほ
ど
が
あ
る
。
弥
生
中

ｏ
後
期
土
器
を
多
量
に
出
土
し
た
第
二
層
黒
色
土

か
ら
は
保
存
の
よ
く
な
い
獣
骨
、
縄
文
早

。
前
期
土
器
を
出
土
し
た
第
八
層
灰
層
か
ら
は
保
存

の
よ
い
焼
け
た
獣
骨
が
出
土
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
注
記
が
な
い
た
め
い
ず
れ
の
土
層
か

識
別
で
き
ず
、　
一
括
し
て
獣
種
を
同
定
し
た
。
獣
種
は
ニ
ホ
ン
シ
カ
が
最
も
多
く
、
イ
ノ
シ
シ

が
こ
れ
に
次
ぎ
、
カ
モ
シ
カ
は
少
量
で
あ

っ
た
。
他
に
ヒ
キ
ガ

エ
ル
、
ツ
ノ
ガ
イ
を
含
む
員
が

あ
る
。
人
骨
は
頭
骨
二
片
と
下
顎
前
臼
歯

一
点
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

真
田
町
で
は
今
日
洞
窟

ｏ
岩
陰
遺
跡
は

一
〇
カ
所
前
後
が
知
ら
れ
、
こ
の
種
の
遺
跡
が
多
い

上
信
火
山
帯
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
い
る
。

と
り
わ
け
本
遺
跡
は
、

約
二
蟷
”西
に
位
置
す
る

唐
沢
岩
陰
遺
跡
と
並
ん
で
学
術
発
掘
さ
れ
、
豊
富
な
遺
物
を
出
土
し
た
岩
陰
と
し
て
双
璧
を
な

し
て
い
る
。
今
回
提
示
し
た
資
料
に
関
す
る
成
果
と
課
題
に
ふ
れ
て
、
ま
と
め
に
替
え
る
。

縄
文
土
器
に
つ
い
て
　
第

一
群
７
～
１０
が
槻
木
１
式
と
す
れ
ば
、
県
内
に
は
例
が
な
い
。
第

二
群
２．
は
少
数
が
広
域
分
布
す
る
器
種
で
あ
る
。
同
２９
は
諸
磯
ｂ
式
と
し
て
は
異
色
で
あ
る
。

第
二
群
１３‐
の
口
縁
部
隆
帯
の
小
渦
巻
突
起
は
新
潟
県
の
土
器
装
飾
に
通
じ
、
同
４３
は
新
潟
県
が

本
場
で
あ
る
。
平
野
部
の
集
落
で
も
少
数
ま
た
は
例
の
な
い
こ
れ
ら
の
存
在
は
、
山
岳
地
帯
を

通
じ
た
広
域
交
流
を
物
語
る
可
能
性
が
あ
る
。
洞
窟
遺
跡
で
縄
文
中
期
土
器
が
乏
し
い
傾
向
は

顕
著
で
あ
る
が
、
第
二
群
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
点
は
本
遺
跡
の
特
色
と
さ
れ
、
初
め
て
図

示
さ
れ
た
。
ま
た
第
四
群
第

一
種
は
少
量
で
は
あ
る
が
、
有
文
精
製
土
器
を
主
体
に
注
口
土
器

の
比
率
が
高
い
組
成
は
、
高
山
村
湯
倉
洞
窟
と
共
通
す
る
。
運
搬
の
難
易
に
起
因
す
る
即
物
的

な
要
因
が
あ
ろ
う
が
、
注
目
土
器
の
多
さ
と
鉢
の
欠
落
に
は
別
の
理
由
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

弥
生
土
器
に
つ
い
て
　
第

一
群
は
い
ま
だ
集
落
の
調
査
例
が
乏
し
く
希
少
な
資
料
で
あ
る
。

第
二
群
は
平
野
部
で
集
落
が
拡
大
す
る
以
前
の
段
階
に
ま
と
ま
る
。
第
二
群
は
後
期
中
頃
に
ま

と
ま
り
、
銅
釧
は
こ
の
時
期
の
所
産
で
あ
ろ
う
。
長
野
盆
地
の
箱
清
水
式
土
器
を
上
回
っ
て
、

群
馬
県
渋
川
市
周
辺
に
分
布
の
中
心
を
も

つ
樽
式
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
佐
久
方
面
を
介
す

る
よ
り
、
直
接
吾
妻
渓
谷
を
通
じ
た
交
流
が
予
想
さ
れ
る
。
北
陸
東
部
の
法
仏
系
は
平
野
部
で

も
少
な
い
。
甕
形
土
器
の
占
有
率
の
高
さ
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
、
壺

。
鉢
を

わ
ず
か
に
見
い
だ
せ
た
も
の
の
、
高
杯
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
甕
の
必
需
性
は
自
明
の
こ
と
と
し

て
も
、
壺
と
小
型

・
赤
彩
器
種
の
欠
落
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

縄
文

ｏ
弥
生
土
器
以
外
で
は
、
初
め
て
獣
骨
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
二
時
期

の
資
料
が
区
別
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

っ
た
が
、
人
骨
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
遺

跡
の
性
格
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
。

農
耕
社
会
に
入

っ
た
後
の
専
業
的
な
狩
猟
民
の
存
在
を
含
め
、
山
住
み
の
生
活
の
解
明
を
目

的
と
し
た
学
術
調
査
に
よ
る
出
土
遺
物
を
紹
介
し
た
。
浅
学
ゆ
え
概
報
の
所
見

・
考
察
を
追
認

す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
拙
稿
が
わ
ず
か
で
も
資
料
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。
松
代
群
発
地
震
の
さ
な
か
、
私
費
を
投
じ
て
学
術
発
掘
を
敢
行
さ
れ
た
関
係
者
、
及
び
資

料
寄
贈
者
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
　
献

（編
著
者
名
五
十
音
順
）
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１
　
真
田
町
教
育
委
員
会

『真
田
町
の
遺
跡
―
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
』
．
．○
〇
〇
年
。

２
　
真
田
町
誌
刊
行
会

『真
田
町
誌
　
歴
史
編
上
』

一
九
九
八
年
。

３
　
菅
平
研
究
会

『菅
平
の
古
代
文
化
』

一
九
七
〇
年
。

４
　
高
山
村
教
育
委
員
会

『湯
倉
洞
窟
』
二
〇
〇

一
年
。

５
　
日
本
考
古
学
協
会
洞
窟
遺
跡
調
査
特
別
委
員
会

『
日
本
の
洞
窟
遺
跡
』

一
九
六
七
年
。

６
　
樋
口
昇

一
「唐
沢
岩
陰
遺
跡
」
翁
長
野
県
史
考
古
資
料
編
　
全

一
巻

（二
）
主
要
遺
跡

（北

。
東

信
と
　
一
九
八
二
年
）。

７
　
丸
山
散

一
郎

「菅
平
洞
窟
遺
跡

（陣
の
岩
遺
跡
）
予
備
調
査
略
報
」
「
信
濃
考
古
』

一
六
、　
一
九
六

六
年
）。

８
　
丸
山
飯

一
郎

「菅
平
陣
の
岩
遺
跡
に
つ
い
て
」
翁
信
濃
考
古
』

一
七

。
一
八
、　
一
九
六
七
年
）。

９
　
丸
山
微

一
郎

「長
野
県
菅
平
陣
の
岩
岩
陰
遺
跡
調
査
概
報
」
「
信
濃
』
Ⅲ

・
三
〇
―
五
、　
一
九
六
八

年
）。

１０
　
丸
山
敵

一
郎

「陣
の
岩
岩
陰
遺
跡
」
∩
長
野
県
史
考
古
資
料
編
』
全

一
巻

（二
）
主
要
遺
跡

（北

・

東
信
と
　
一
九
八
二
年
）。

Ｈ
　
長
野
県
考
古
学
会
弥
生
部
会

『
九
九
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
長
野
県
の
弥
生
土
器
編
年
発
表
要
旨
』

一
九
九

九
年
。

［付
記
」
資
料
の
受
贈
及
び
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た

っ
て
は
、
多
く
の
皆
様
の
御
世
話
に
な

っ
た
。
末

筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
申
し
述
べ
る

（五
十
音
順
、
敬
称
略
）。

市
川
隆
之
、
日
居
直
之
、
金
井
正
三
、
金
子
浩
昌
、
小
林
宇
壱
、
小
林
裕
、
関
孝

一
、
千
葉
剛
成
、

永
峯
光

一
、
贄
田
明
、
蜂
屋
孝
之
、
樋
口
昇

一
、
広
田
和
穂
、
丸
山
散

一
郎
、
百
瀬
忠
幸
、
百
瀬
長
秀
、

矢
澤
健
太
郎
、
須
坂
市
立
博
物
館
、
湯
倉
洞
窟
発
掘
調
査
団
。

今
回
報
告
し
た
資
料
は
筆
者
が
図
化
作
業
等
を
お
こ
な
い
、
堀
内
規
矩
雄

（考
古
資
料
課
長
）
、
上

田
久
仁
子
、
風
間
春
芳
、
片
岡
務
、
宮
脇
正
実
、
米
沢
寿
美
子
が
携
わ
っ
た
。

諸
般
の
事
情
か
ら
、
実
測
可
能
の
個
体
に
つ
い
て
も
拓
本
図
を
掲
載
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
も
の
が

あ
る
。
ま
た
定
量
的
な
資
料
提
一不
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
補
い
た
い
。

小県郡真田町陣の岩岩陰遺跡の出土遺物

図 : 真田町洞窟・岩陰遺跡分布図
(1:9∞ lXl、 文献 1に加筆)

29 唐沢第4洞穴 45 唐沢岩陰 46 唐沢第2洞穴
61 陣の岩岩陰 62 前熊久保岩陰 67 大明神洞窟

陣の岩岩陰遺跡現況 (西から)

1掲 色 L層 6黒掲色 [層
2黒 色 L層 7褐 色 L層
3黄掲色 [ 8灰   層
4赤褐 1 9黒掲色 !:層
5褐 色

図 2 陣の岩岩陰遺跡、平面及びトレンチ断面 (文献9に加筆)
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図 3 陣の岩岩陰遺跡出土土器 (1)
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